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厚生委員会情報連絡一覧表 

件  名 内  容 日時及び

場所 

ＰＲの

方法 

１ 「居場所を兼

ねた学習支援」

事業委託の事業

者の選定結果に

ついて 

 

所管課 

【くらしとしごと

の相談センター】 

家庭での学習が困難な子どもたちに、家庭に代わる

学習の場所と安心して過ごせる場所となる「居場所を

兼ねた学習支援」施設（区内西部地域）の令和２年度か

ら６年度までの委託契約について、公募型プロポーザ

ルにより以下のとおり事業者を選定した。 

 

１ 選定事業者 

（１）名 称 特定非営利活動法人キッズドア 

（２）所在地 中央区新川２－１－１１ 

 

２ 選定経過 

（１）第１回選定委員会 

令和元年７月２５日（木） 

スケジュール、公表書、評価基準等について審

議した。 

（２）第２回選定委員会 

令和元年９月１１日（水） 

書類審査。参加表明者１者を審査し、提案書提

出者として選定した。 

審査結果は別紙１「提案書提出者選定結果」の

とおり。 

（３）第３回選定委員会 

令和元年１０月３１日（木） 

プレゼンテーションと質疑応答。提案書提出者

１者の提案書を特定した（第２回選定委員会の

審査結果とは切り離して採点）。 

審査結果は別紙２「提案書特定結果」のとおり。

 

 

３ 委託契約期間（予定） 

令和２年４月１日から令和７年３月３１日 

 

４ 提案価格 

２１７，３７９，８４８円（５年間、税込み） 

 

５ 提案概要 

（１）学習支援 

  

2



ア 寄り添い型学習による基礎学力の向上、学習

習慣の定着 

イ 定期テスト対策、高校受験対策、 

模擬試験の実施 

（２）居場所支援 

ア 地域団体、企業、町会・自治会との協力・連

携による体験活動の実施 

イ 子ども食堂やＮＰＯとの連携した食の提供 

ウ 高校生への自習スペースの提供 

（３）不登校児童･生徒に対する居場所支援 

 

６ 今後のスケジュール（予定） 

（１）令和２年１月下旬 

契約仕様書の作成、契約請求 

（２）令和２年４月１日 

委託契約締結、業務開始 
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足立区居場所を兼ねた学習支援事業委託　提案書提出者選定結果

業者名
特定非営利活動
法人キッズドア

1 経営状況
経営状態は良好で、経営状況は
安定しているか 100

2 業務遂行能力
配置予定の担当者の資格や経
験等、業務遂行体制は妥当か 73

3 履行保証力 履行保証の面で心配がないか 25

4 瑕疵担保力
賠償責任保険の加入し、瑕疵に
対する責任をとれるか 50

5
業務執行
技術力

同種・類似業務の実績があり、
業務を遂行するために必要な知
識・経験があるか

100

6 地域精通度
業務対象エリアの特殊情報を熟
知しているか 48

7 専任性
配置予定担当者が当該業務に
専念できる時間が十分あるか 48

8 社会貢献度
社会貢献度・地域貢献度がある
か 19

463

説明 加点基準

1 区内業者 区内業者 区内に本店があるか 区内に本店があり、登記しているか 0

463

1

50

25

加点

財務諸表（決算、貸借対照表、損益計算書等）

50

分類

順　　　　　　位

総　　　　　計

自己資本比率

賠償責任保険の加入の有無

同種・類似業務の実績

近隣エリアにおける過去の業務実績

配置予定の担当者の業務量・実施体制

ISO14001等の取得状況、WLB（ワーク・ライフ・バランス）認定企
業、えるぼし認定企業（女性活躍推進企業認定）、くるみん認定企
業（子育てサポート企業認定）、災害協定等

合　　　　　計

評価項目

100

50

配置予定の担当者の資格、経験等

得点

項番 得点

配点
評価項目

対象業務名 足立区居場所を兼ねた学習支援事業委託

項番
分類 指　　　　標

100

100

25

50

500

別紙１
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足立区居場所を兼ねた学習支援事業委託　提案書特定結果

業者名
特定非営利活動
法人キッズドア

1 業務の理解度 業務の理解度は十分か 120 120 111

2 提案内容の的確性 業務実施体制、手順は妥当か 60 51

3
課題を的確にとらえているか
解決策は具体的か 60 54

4
独創性があり、現実的か
今後の発展性があるか 60 52

5 採用手法は妥当か 60 50

6 安全・衛生面の配慮
安全・衛生面の配慮しているか
緊急事態に備えているか 30 30 22

7 コスト 提案見積価格は妥当か 60 60 30

8
特定テーマに対する
取組み姿勢

地域・関係機関等の調整役となり、事業
展開をしているか 30 30 29

9
プレゼンテーション
質疑応答

質問を理解し、的確に答えているか 30 29

10 説明が論理的で、説得力があるか 30 23

11 冷静に説明、回答しているか 30 28

12
提案書・プレゼンテーションに誤りはな
いか 30 26

- 600 505

説明 加点基準

1 区内業者 区内業者
区内に本店があり、対象業務区域が区
内であるか

区内に本店があり、登記しているか 60 - 0

2 区内業者 区内業者
区内の支店があり、対象業務区域が区
内であるか

区内に支店があり、登記しているか 18 - 0

505

1

総　　　　　計

順　　　　　　位

240

120

安全面、衛生面の配慮
緊急連絡体制、マニュアルの有無

提案見積価格

関係機関等の業務内容の理解度
地域づくりを意識した提案

プレゼンテーションにおける説明能力や業務への意欲、論理性、態度、資料の正
確性等

項番
評価項目

加点 得点
分類

合　　　　　計

提案の独創性・実現性
提案の今後の発展性
提案・手法の先駆性
他の団体の模範となる提案

業務実施方針の的確性

事前準備（拠点施設等の準備、引継体制）、実施体制（人員配置、運営体制）、業
務内容に必要な事項の理解度
実施時期の的確性
支援対象者の課題の把握方法の的確性
解決に向けた提案の具体性

対象業務名 足立区居場所を兼ねた学習支援事業委託
配点

項番
評価項目

得点
分類 指　　　　標

別紙２
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厚生委員会情報連絡一覧表 

件  名 内  容 日時及

び場所 

ＰＲの

方法 

２ ひとり親家庭

交流事業「サロ

ン豆の木」委託

に係る簡易公募

型プロポーザル

の実施について 

所管課 

【親子支援課】 

令和２年度ひとり親家庭交流事業「サロン豆の木」委託に係る

簡易公募型プロポーザルを次のとおり実施する。 

１ 実施意図 

「サロン豆の木」は、ひとり親同士の交流や親子の体験・経

験機会の提供、生活や子育てに関する相談の場として、平成２

９年度から実施している。その中で、サロンでの相談件数が増

加している(２９年度７件→３０年度４９件)。 

そこで、サロンが持つ機能や役割を「経験・体験」と「相談」

とに切り分け、相談支援に重点を置いた場を提供し、より参加

者のニーズに沿った体系で実施していく。 

２ 事業概要 

（１）「サロン豆の木」企画型 

ひとり親家庭が気軽に集える場を用意し、親子で楽しめる

催し物を提供。様々な「経験・体験」の機会を通じて、生活・

子育てのストレスの軽減やひとり親家庭同士の仲間作りを

促す。 

（２）「サロン豆の木」相談支援型 

ひとり親が抱える悩み・不安や困り事を相談する場を用意

し、相談内容の傾聴を通じ、ひとり親に必要な支援へ繋いで

いく。また、ひとり親家庭同士の交流により「孤立感の解消」

や「自己有用感の向上」を図る。 

３ 委託期間 

  令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで 

４ 簡易公募型プロポーザル実施スケジュール(予定) 

（１）令和元年１１月２９日(金) 第１回選定会議 

(募集要件等の決定) 

（２）令和元年１２月１０日(火) 公表 

（３）令和元年１２月２３日(月) 参加表明書・提案書受付期限 

（４）令和２年 １月２２日(水) 第２回選定会議 

(提案書の特定) 

（５）令和２年 １月３１日(金) 提案書特定結果公表 

（６）令和２年 ３月下旬    契約締結 
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厚生委員会情報連絡一覧表 

件  名 内  容 日時及び場所 ＰＲの方法 

３ 「介護のしご

と相談・面接

会」の実施結

果について 

 

所管課 

【高齢福祉課】 

求職中の方を対象に「令和元年度第２回介護のし

ごと相談・面接会」を下記のとおり実施した。 
 

１ 参加事業者 

  区内介護サービス事業者 

・ 居宅系事業者 １４社 

・ 施設系事業者 １３社 
 

２ 概要 

（１）介護の仕事についての説明 

（２）事業者のＰＲ 

（３）各ブースでの相談等 

（４）ハローワーク足立との共催 
 

３ 参加者数  ６２人 
 

 
４ 面談・面接者数 

延べ９１人 

※同一人が複数の企業と面談している場合あり 

（うち、２７人が後日再度面接実施予定） 
 

５ 希望する雇用形態(重複回答あり) 

正職員３０人、パート･アルバイト２６人、 

フルタイム非常勤１０人 
 

６ 過去の実績 

年度 実施回数 参加者 採用 

２８ １回 ７４人 ２１人 

２９ ２回 １７６人 ３５人 

３０ ２回 １５３人 ２３人 

元 ２回 １５２人 １５人 

(12/2時点) 
 

【日時】 

令和元年11

月6日（水） 

午前11時～ 

午後2時 

【場所】 

シアター1010 

ギャラリー 

・あだち広

報10/25号

掲載 

・新聞折込

（朝日、読

売、毎日、 

産経、日経、

東京） 

・北千住駅

構内ポスタ

ー掲示 

・区内駅情

報スタンド 

・区施設掲

示 

・区ホーム

ページへ掲

載等 

 

20代, 2人, 
3%

30代, 10人, 
16%

40代, 23人, 
37%

50代, 13人, 
21%

60代, 13人, 
21%

70代, 1人, 
2%
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厚生委員会情報連絡一覧表 

件  名 内  容 日時及び場所 ＰＲの方法 

４ 令和元年度

「介護の日」イ

ベントの実施結

果について 

 

所管課 

【介護保険課】 

令和元年度「介護の日」イベントについて、足立区

介護サービス事業者連絡協議会との共催のもと以下

のとおり開催した。 

 

１ 介護従事者永年勤続褒賞及び元気応援ポイント

事業活動褒賞表彰式 

※カッコ内は昨年度実績 

 

（１）介護従事者永年勤続褒賞 

受 賞 者：６０８名（５７６名） 

[内訳]   ５年以上 ３３６名（３２２名） 

        １０年以上 １８４名（１３８名） 

        １５年以上  ８８名（１１６名） 

代表受賞者： ４２名（４５名） 

 

（２）元気応援ポイント事業活動褒賞 

受 賞 者：９４名（９０名） 

[内訳]  ５年以上 ５５名（９０名） 

       １０年以上 ３９名 

（１０年以上の区分は令和元年度から） 

代表受賞者：２５名（１０名） 

※登録者数 ２,７４７名（２,６２６名） 

受入施設 ３８９施設（３７６施設） 

（両年度とも１０月３１日現在） 

 

２ 介護の日フェスティバル 

出 店：１８事業所、２０名参加 

理学療法士が教える介護予防体操 

介護相談コーナー 

介護事業所紹介コーナー 

健康チェックコーナー など 

来客者：約５０名 

 

 

 

 

 

【日時】 

令和元年11月 

11日（月） 

午後2時～ 

午後3時30分 

【場所】 

区役所 

庁舎ホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日時】 

令和元年11月 

11日（月） 

午後1時～ 

午後4時 

【場所】 

区役所中央館 

1階アトリウ

ム 
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